
　

第
二
次
世
界
大
戦
中
、
欧
州
リ
ト
ア
ニ
ア
で
、
自
ら

の
危
険
を
顧
み
ず
数
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
「
命
の
ビ

ザ
」
を
発
給
し
、
そ
の
命
を
救
っ
た
外
交
官
・
杉す

ぎ

原は
ら

千ち

畝う
ね

は
有
名
だ
。
し
か
し
日
本
に
避
難
し
て
き
た
ユ
ダ
ヤ

人
難
民
を
、
陰
な
が
ら
支
え
た
日
本
人
が
い
た
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今
回
の
旅
で
は
、
杉
原
の

記
念
館
の
あ
る
岐
阜
県
八や

百お

津つ

と
、ユ
ダ
ヤ
人
難
民
が

た
ど
り
着
い
た
福
井
県
の
敦つ

る

賀が

港
を
訪
れ
て
み
た
。

　

３
月
下
旬
、
自
宅
の
あ
る
金
沢
か
ら
北
陸
新
幹
線

で
富
山
に
向
か
っ
た
。
富
山
か
ら
は
特
急
「
ワ
イ
ド
ビ
ュ

ー
ひ
だ
」
で
美み

濃の

太お
お

田た

駅
へ
。
太た

い

多た

線
、
名
鉄
広ひ

ろ

見み

線

を
乗
り
継
い
で
名
鉄
明あ

け

智ち

駅
へ
。
そ
こ
か
ら
バ
ス
と
無

料
の
観
光
シ
ャ
ト
ル
タ
ク
シ
ー
で
杉
原
千
畝
記
念
館
が

あ
る
人
道
の
丘
公
園
へ
と
向
か
う
。
金
沢
を
発
っ
て
５

時
間
あ
ま
り
、
よ
う
や
く
記
念
館
に
到
着
し
た
。

　

記
念
館
は
２
階
建
て
で
、
杉
原
が
ユ
ダ
ヤ
系
難
民
に

ビ
ザ
を
発
給
す
る
に
至
っ
た
経
緯
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

か
つ
て
杉
原
が
赴
任
し
て
い
た
カ
ウ
ナ
ス
総
領
事
館
執

務
室
を
再
現
し
た「
決
断
の
部
屋
」
が
、
当
時
の
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

記
念
館
向
か
い
の
芝
生
の
広
場
に
、
命
の
ビ
ザ
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
と
聞
い
て
下
り
て

い
く
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
杉
原
が
育
っ
た
八
百
津
町
を
見

下
ろ
す
高
台
に
設
置
し
て
あ
っ
た
。
春
め
い
た
陽
光
が

西
に
傾
き
か
け
、
人
道
の
丘
を
照
ら
し
て
い
た
。

12

3

富
山
へ

八百津町

琵琶湖

敦
賀
港

名神高速道路

東海北
陸

自
動
車
道

北
陸
本
線

北
陸
本
線 東海道本線東海道本線 太

多
線

太
多
線

名鉄
広見線
名鉄
広見線

北
陸
本
線 東海道本線

高
山
本
線

長良川鉄道
美南線

太
多
線

名鉄
広見線

敦賀

関

名古屋名古屋名古屋

美
濃
太
田明智

人道の港 敦賀ムゼウム
敦賀赤レンガ

杉原千畝記念館
人道の丘公園

関鍛治伝承館

滋賀県

福井県

岐阜県N

10km

【
読
者
参
加
企
画
】

JR金沢駅から富山駅まで北陸新幹線で約
20分

今
月
は
石
川
県
在
住
の
濱
岸
さ
ん
の〝
日
本
人
の
心
〞に
触
れ
る
ひ
と
り
旅
。

第
２
次
世
界
大
戦
下
、
欧
州
リ
ト
ア
ニ
ア
で
避
難
民
の
た
め
に

「
命
の
ビ
ザ
」
を
発
給
し
続
け
た
外
交
官
・
杉
原
千
畝
と

彼
ら
の
救
出
を
陰
で
支
え
た
人
び
と
の
功
績
を
辿
り
ま
す
。

﹇
今
回
の
旅
人
﹈ 

濱
岸
利
夫
さ
ん（
石
川
県
在
住
）

私
の
ひ
と
り
旅 
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５
時
間
か
け
て
、人
道
の
丘
へ

 JR、長良川鉄道乗車券、 
　特急券 3万2710円
 宿泊代  2泊
 1万4400円
 食事代 4807円
 入場料など 950円
 土産代 7250円

お小遣い合計 6万117円

START 1日目

岐阜の記念館から
避難民到達の敦賀港へ

杉原千畝ゆかりの地を辿る
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杉原千畝記念館 すぎはらちうねきねんかん
☎0574-43-2460　岐阜県八百津町八百津1071　

9時30分～17時（入館は～16時30分）　 月
曜（祝日の場合は翌日）　 300円　 名鉄明
智駅からYAOバス八百津ファミリーセンター行き
で約25分、人道の丘北行きYAOバスに乗換え約
15分、終点下車すぐ。土・日曜、祝日は八百津ファ
ミリーセンターから無料シャトルタクシーで約10分

←八百津町を走るタクシー。
土・日曜、祝日は八百津観光
シャトルタクシーとしても運行
している。車体には杉原千畝
の肖像が

↑富山から美濃太田までは
特急「ワイドビューひだ」で3時
間半近い道のり

1日目の夕食は美濃太田
駅近くの洋食店「TOM’S惣
YA（トムズソーヤ）」（☎
0574-25-3345）で、人気メ
ニューのハンバーグを堪能

記念館の外にある杉原の胸像

1.岐阜産の総檜造りの杉原千畝記念館。展望室から
は八百津の町を見下ろせる　2.「命のビザ」を書いたリ
トアニア日本領事館執務室を再現した「決断の部屋」　
3.数千通のビザをモチーフにしたモニュメント



　

２
日
目
。
美
濃
太
田
の
宿
を
発
ち
、
長
良
川
鉄
道

で
刃
物
の
街
・
関せ

き

市
へ
向
か
う
。
関
駅
で
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
を
借
り
て
、
関
鍛
冶
伝
承
館
へ
。
刀
匠
に
よ
る
作
品

の
展
示
や
、
実
際
に
刀
に
触
れ
ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
人
生
で
初
め
て
刀
を
手
に
し
た
。
市
内
を
巡
り
、

昼
食
を
済
ま
せ
て
駅
に
戻
る
。
美
濃
太
田
駅
ま
で
観

光
列
車
「
な
が
ら
」
に
乗
車
す
る
の
も
今
回
の
旅
の
目

的
の
ひ
と
つ
だ
。
真
っ
赤
な
ボ
デ
ィ
で
、
座
席
や
吊
り

革
は
地
元
の
木
材
を
使
用
し
て
い
る
。
壁
に
は
関
の
刃

物
な
ど
が
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
飾
ら
れ
て
い
た
。

　

美
濃
太
田
駅
で
人
気
の
駅
弁
、
松
茸
釜
め
し
を
購

入
後
、
高
山
本
線
、
東
海
道
本
線
、
北
陸
本
線
を
経

由
し
て
午
後
９
時
過
ぎ
に
敦
賀
駅
着
。
ホ
テ
ル
の
部
屋

で
松
茸
釜
め
し
を
堪
能
し
た
。

　

３
日
目
。
冷
た
い
雨
の
中
、
人
道
の
港 

敦
賀
ム
ゼ

ウ
ム
が
あ
る
金
ヶ
崎
を
目
指
す
。
敦
賀
港
に
面
し
て
立

つ
洋
館
風
の
館
内
に
は
、
杉
原
千
畝
が
発
給
し
た
ビ
ザ

を
手
に
し
た
ユ
ダ
ヤ
系
難
民
が
敦
賀
港
へ
逃
れ
て
き
た

当
時
の
様
子
や
、
敦
賀
市
民
と
共
に
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
前
身

で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
難
民
を

陰
な
が
ら
支
え
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
20
世
紀
初
頭
に
建
て
ら
れ
た
敦
賀
赤
レ

ン
ガ（
国
登
録
有
形
文
化
財
）で
、明
治
時
代
の
敦
賀

の
街
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
を
見
学
。
駅
前
商
店

街
に
あ
る
老
舗
の
み
や
げ
店
で
は
、
ご
主
人
に
か
つ
て
の

敦
賀
の
様
子
な
ど
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
の
ひ
と
り
旅
で
は
、
日
本
人
が
も
つ「
人
に
対

す
る
想
い
の
大
切
さ
」
あ
る
い
は
「
優
し
さ
」
を
も
う
一

度
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
時
間
に
追
わ
れ
る
よ
う
な
少
し

長
い
旅
で
あ
っ
た
が
、
心
地
良
い
疲
労
感
を
感
じ
な
が

ら
帰
途
に
つ
い
た
。

皆さまからのプランをお待ちしています！
「私のひとり旅」では、あなたのとっておきの旅プランを募集してい
ます。鉄道旅、趣味の旅、誰かに会いに行く旅など、旅行のスタ
イルは問いません。あなたにしかできないこだわりのひとり旅をして
いただき、その旅の模様をレポートして下さい。〈謝礼〉採用された
方には、3万円を差し上げます。旅費はご負担下さい。

郵  送▶〒162-8446 
 東京都新宿区払方町25-5
 JTBパブリッシング 
 ノジュール 「私のひとり旅」係
FAX▶03-6888-7839
メール▶nodule-edit@rurubu.ne.jp
※いずれも「ノジュール  私のひとり旅」と
明記のうえ、お送りください。

 応募要項
以下の所定事項をご記入の上、郵送・FAX・
メールにてご応募下さい［①名前（フリガナ）　
②住所  ③電話番号  ④ＦＡＸ番号  ⑤読者
番号（11桁）  ⑥Ｅメールアドレス  ⑦生年月
日  ⑧性別  ⑨ご職業  ⑩あなたの旅行
プラン（ルートや予算などなるべく具体的に）］

避
難
民
を
迎
え
入
れ
た
敦
賀
の
港
町

2日目

3日目

※2017年3月19～21日取材

GOAL
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人道の港 敦賀ムゼウム
じんどうのみなと つるがムゼウム　☎0770-37-
1035　福井県敦賀市金ヶ崎町44-1（金ヶ崎緑地
内）　 9～17時（入館は～16時30分）　 無休　

100円　 JR敦賀駅からぐるっと敦賀周遊バス
で約17分、金ヶ崎緑地下車すぐ

敦賀赤レンガ  つるがあかレンガ
☎0770-47-6612　福井県敦賀市金ヶ崎町4-1　
ジオラマ館は9時30分～17時30分（入館は

17時まで）　 水曜（祝日の場合は翌日）　
400円　 JR敦賀駅からぐるっと敦賀周遊バス
で約16分、赤レンガ倉庫前下車すぐ

長良川鉄道観光列車ながら
ながらがわてつどうかんこうれっしゃながら　
☎0575-46-8021（予約センター）

ヨーロッパとの交通の拠点だった、国際港・敦賀の歴史
を伝える「人道の港 敦賀ムゼウム」

上・敦賀赤レンガは、1905年にアメリカの石油会社の倉庫と
して建てられた、歴史ある建物　右上・敦賀の街並みを再現
した、全長27mのジオラマ

関鍛冶伝承館
せきかじでんしょうかん　
☎0575-23-3825　岐阜
県関市南春日町9-1　
9時～16時30分　 火
曜・祝日の翌日　 300
円　 長良川鉄道刃物
会館前駅から徒歩3分

関市の刃物産業の歴史とその技を伝える、関鍛治伝承
館。かつての刀鍛冶を人形で再現している

工業デザイナーの水
み

戸
と

岡
おか

鋭
えい

治
じ

氏が手掛けた
真っ赤な車体が素敵な長良川鉄道観光列車「ながら」。
乗車券のほかに乗車整理券（500円・予約制）が必要

関での昼食は、薬膳レストラン
「然

ぜん

の膳 関店」（☎0575-23-4520）の
やわらか豚カツのカレー排骨麺

2日目の夕食は、美濃太田駅の人気駅弁
「松茸の釜飯」。最後のひとつを購入できた　


